
枝幸町新規就農者誘致促進セミナー

酪農経営を目指す方々との意見交換会の様子



６
月
28
日
～
７
月
２
日
に
、
枝
幸
町
の
姉
妹
都
市

で
あ
る
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ソ
レ
フ
テ
オ
市
か
ら
市
議

会
議
長
等
５
名
が
来
町
さ
れ
枝
幸
交
流
30
年
記
念

行
事
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
６
月
30
日
に
枝
幸
町
視
察
と
し
て
、

㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
・
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
を
訪

れ
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
寺
前
参
事
、
㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝

幸
、
安
部
専
務
が
対
応
し
、
今
年
の
３
月
か
ら
稼
働

し
た
事
や
、
施
設
内
の
機
械
類
、
乳
牛
の
管
理
方
法

等
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
初
め
て
目
に
し
、
最
新
の
牛

乳
の
生
産
現
場
に
驚
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

国
際
貿
易
交
渉
に
お
い
て
は
、
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
協
定
へ
の
米
国
復
帰
を
願
っ
て
い
る
が
、
米
国

は
二
国
間
交
渉
を
求
め
る
姿
勢
で
あ
り
両
者
の

隔
た
り
は
大
き
い
状
況
で
あ
る
中
、
日
Ｅ
Ｕ
は
Ｅ
Ｐ

Ａ
に
署
名
を
し
、
来
年
早
々
の
発
効
に
よ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
同
水
準
の
農
産
物
の
市
場
開
放
に
踏
み
出
そ
う

と
し
て
お
り
、
日
本
の
農
業
は
ま
す
ま
す
国
際
競

争
が
激
化
し
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
、
更
に
国
際

競
争
に
負
け
な
い
農
業
が
必
達
と
な
る
時
代
が
来

ま
す
。

そ
の
競
争
に
負
け
な
い
為
に
も
、
組
合
員
個
々

の
「
農
業
所
得
20
％
増
大
」
を
目
標
と
す
る
「
力
強

い
農
業
」
の
実
現
を
目
指
し
、
ま
た
組
合
員
皆
様

の
協
力
に
よ
る
「
系
統
結
集
」
は
、
農
協
の
財
務
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
盤
石
な
組
合
の
組
織
運
営
へ

と
つ
な
が
り
、
し
い
て
は
強
固
な
日
本
農
業
に
も
つ

な
が
っ
て
行
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
今
回
の
「
く
み
あ
い
だ
よ
り
」
に
お
い

て
は
、
日
頃
組
合
員
の
皆
様
に
対
し
、
系
統
利
用

の
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
が
、
お
陰

様
で
組
合
員
・
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
下
記
の
と
お
り
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
事

を
報
告
さ
せ
て
頂
き
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
6
月
か
ら
農
協
規
制
改
革
が
叫
ば

れ
て
す
で
に
4
年
が
経
ち
、
い
よ
い
よ
政
府
も
本

格
的
に
加
速
し
て
来
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
「
力

強
い
農
業
」
を
目
指
す
た
め
、
現
状
に
甘
ん
ず
る

こ
と
な
く
組
織
力
強
化
の
為
に
も
、
今
以
上
の

「
系
統
結
集
」
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
い

て
は
、
系
統
利
用
の
推
進
に
は
今
後
も
職
員
一
同

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
以
上
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ホクレン
59.8%

平成３０年度 肥料シェア率

ホクレン
60.9%

平成３０年度 配合飼料シェア率

100% ﾎｸﾚﾝ

役員における系統利用率

100% ﾎｸﾚﾝ

役員における系統利用率

系統利用へのお礼と協力のお願い
宗谷南農業協同組合 代表理事組合長 向井地 信之



枝幸町乳牛共進会 各部１位

部 出 品 者 名            号
1部 内田　喜久男 ウチ　プロフイツト　ソロモン　マークイス
2部 赤坂　一弘 マタドーア　ソロモン　シルキー　サラ
3部 内田　喜久男 ハツピーライン　Ｌジエツト　チツプ
4部 内田　喜久男 ウチ　デリシヤス　ハーゲン
5部 小椋　義則 オムラ　ドーマン　エミール
6部 澤田　和人 ＪＣ　モントレー　ロブスト　シヤーレツテイ
7部 小椋　孝則 ＨＬ　エレガンス　マウンテン　シド
8部 小椋　義則 サンデイプレイン　フイーバー　クストー
9部 関口　真也 Ｍ．Ｆ　トライユーン　チツプ
10部 高橋　慶大 ポールスター　アフターシヨツク　タウン

部 賞 出 品 者 名            号
最高位 内田　喜久男 ハツピーライン　Ｌジエツト　チツプ
準最高位 小椋　義則 オムラ　ドーマン　エミール
最高位 小椋　義則 サンデイプレイン　フイーバー　クストー
準最高位 関口　真也 Ｍ．Ｆ　トライユーン　チツプ

未 経 産

経 産 牛

ハツピーライン Lジエット チツプサンデイプレイン フイーバー クストー

８
月
３
日
、
歌
登
乳
牛
共
進
会
場
で
は
、
第
12
回
枝
幸

町
乳
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
８
戸
25

頭
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
員
に
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ

リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
㈱
営
業
部
営
業
課
の
前
田
直
樹

氏
が
務
め
、
乳
牛
の
資
質
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

各
部
優
劣
の
つ
け
難
い
乳
牛
た
ち
に
、
枝
幸
町
の
乳
牛

改
良
の
高
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
最
高
位
賞
を
選
ん
で
頂

き
、
未
経
産
の
部
で
は
、
内
田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
３
部

「
ハ
ツ
ピ
ー
ラ
イ
ン

Ｌ
ジ
エ
ツ
ト

チ
ツ
プ
」
が
、
経
産
の

部
で
は
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
８
部
「
サ
ン
デ
イ
プ
レ

イ
ン

フ
イ
ー
バ
ー

ク
ス
ト
ー
」
が
輝
き
ま
し
た
。

各
部
上
位
入
賞
牛
は
、
８
月
25
日
開
催
の
道
北
共
進

会
へ
出
品
し
ま
す
。
（
次
号
に
成
績
掲
載
）

8
月
8
日
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
中
山
間
枝
幸
集

落
の
役
員
会
が
開
か
れ
、
宗
谷
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

環
境
生
活
課
自
然
環
境
係
の
八
百
里
子
さ
ん
を
招
き
ア

ラ
イ
グ
マ
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
ア
ラ
イ
グ
マ
の
農
業
被
害
は
拡
大
し
て
お
り
、
平
成

28
年
の
北
海
道
の
被
害
額
は
、
９
０
，
５
５
１
千
円
で
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
畑
作
物
で
す
が
、
牛
に
関
連
す
る
被
害
は
９

９
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
も
、
平
成
25
年
は
５
，
３
１
７
頭
で

し
た
が
、
平
成
28
年
に
は
2
倍
以
上
の
１
２
，
３
５
４
頭
が

捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

枝
幸
町
に
お
い
て
も
平
成
25
年
は
30
頭
の
捕
獲
実
績
で

し
た
が
、
平
成
29
年
は
83
頭
の
捕
獲
実
績
が
あ
り
、
ア
ラ

イ

イ
グ
マ
の
生
息
頭
数
が
増

え
て
き
て
い
る
の
が
伺
え

ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
の
中

で
も
有
効
な
の
は
箱
ワ
ナ

と
い
う
事
で
、
ア
ラ
イ
グ

マ
は
ワ
ナ
に
対
し
て
は
、
警

戒
心
が
弱
く
箱
ワ
ナ
で
十

分
な
捕
獲
効
果
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ア
ラ
イ
グ
マ

は
、
外
来
生
物
法
に
基
づ

く
駆
除
・
防
除
が
必
要
で

す
の
で
、
枝
幸
町
農
林
課

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。



８
月
22
日
、
歌
登
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア

ホ
ー
ル
に
て
、
枝
幸
町
農
業
推
進
連
絡

協
議
会
主
催
に
よ
る
、
枝
幸
町
新
規
就

農
者
誘
致
促
進
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
、
１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
開
会
前
に
は
、
就
農
研

修

生

で

あ

る
、
孫

叡

さ

ん

の

長

女

「
孫
梓
苑
さ
ん
」
と
次
女
「
孫
梓
津
郁

さ
ん
」
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
で
開
会

ま

で

の

間
、
美

し

い

ピ

ア

ノ

の

旋

律
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

開

会

に

先

立

ち
、
枝

幸

町

農

業

推
進
連
絡
協
議
会
新
規
就
農
者
誘

致

促

進

部

会

長

で

あ

る
、
向

井

地

組
合
長
は
、
「
全
国
的
に
農
業
者
は

減

少

傾

向

に

あ

り

ま

す

が
、
規

模

拡
大
等
に
よ
り
生
産
量
を
補
っ
て

い

る

状

況

で

す
。
し

か

し

離

農

・

休
農
が
多
く
補
い
き
れ
な
い
部
分

も
あ
る
中
、
そ
の
一
方
で
は
、
農
業

に
魅
力
を
感
じ
就
農
を
決
意
す
る

若
者
も
お
り
ま
す
。

現

在
、
当

町

に

も

就

農

を

目

指

し
研
修
中
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

当

町

と

し

て

は
、
金

銭

的

な

支

援

で

は

な

く
、
就

農

ま

で

の

事

務

的

な

支

援
、
就

農

後

の

技

術

的

な

支

援
な
ど
将
来
就
農
者
が
立
派
な
経

営
者
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
よ
う

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

す

る

事

で
、
こ

れ

を
最
良
な
支
援
と
思
い
取
り
組
ん

で

お

り

ま

す
。
ま

っ

た

く

見

知

ら

ぬ
地
域
で
就
農
さ
れ
る
わ
け
で
す

か
ら
頼
る
と
こ
ろ
は
農
協
だ
と
思

わ

れ

て

い

ま

す

し
、
頼

ら

れ

る

農

協

で

あ

り

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
基
調
講
演
と
し
て
、
農

林
水
産
省
畜
産
部
畜
産
企
画
課
畜

産
経
営
安
定
対
策
室
の
星
野
室
長

よ
り
「
我
が
国
の
酪
農
を
め
ぐ
る
最

近
の
動
向
」
に
つ
い
て
、
改
正
畜
産

経

営

安

定

法

か

ら
、
補

給

金

制

度

や

飼

料

生

産

型

酪

農

支

援

事

業
、

乳
用
後
継
牛
確
保
に
向
け
た
取
り

組

み
、
酪

農

経

営

に

お

け

る

労

働

力
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
楽

酪
事
業
や
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
、

ま
た
、
国
産
チ
ー
ズ
競
争
力
強
化
対

策
、
G
A
P
の
取
組
に
つ
い
て
説

明

し

て

頂

き
、
国

と

し

て

酪

農

を

支

援
、
応

援

し

て

い

く

事

を

講

演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続

い

て
、
現

在

帯

広

川

西

地

区

で
酪
農
経
営
を
行
っ
て
い
る
中
で
、

広
大
な
土
地
に
魅
せ
ら
れ
枝
幸
町

へ

移

住

す

る

事

を

決

意

し

た
、
廣

山

夫

妻

よ

り

自

己

紹

介

を

兼

ね
、

枝
幸
町
に
就
農
す
る
事
と
な
っ
た

経

緯

と
、
就

農

へ

向

け

支

援

し

て

く
れ
て
い
る
関
係
機
関
の
皆
様
に

向
け
感
謝
を
述
べ
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

廣
山
夫
妻
が
無
事
就
農
出
来
る

日
が
来
る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

農林水産省

星野室長

廣山智尋さん、廣山辰徳さん 廣山夫妻の発表 孫梓苑ちゃんと梓津郁ちゃんのピアノ演奏

枝幸町新規就農者誘致促進セミナー演目

基調講演 「我が国の酪農をめぐる最近の動向」 農林水産省畜産部畜産企画課
　　　　　　畜産経営安定対策室長　　　 星野　和久

演 題 「新天地を枝幸町に求めて移転を決意」 就農予定者　廣山夫妻 廣山　辰徳
　　　　智尋

演 題 「ヘルパーを経て新規就農」 枝幸町風烈布　米田牧場　　　　　　 米田　徹

演 題 「枝幸町の新規就農者への支援体制について 枝幸町農林課副主幹 油矢　雅人

演 題 「ＪＡ宗谷南の研修制度について」 ＪＡ宗谷南営農部営農課長 浜田　和幸

演 題 「宗谷南酪農ヘルパー利用組合の体制について」 宗谷南酪農ヘルパー利用組合
　　　　　　　　　　　　　組合長理事 石田　幸也

演 題 「目指すは新規就農」 宗谷南酪農ヘルパー利用組合 長谷川　泰斗

演 題 「支援資金について」 ＪＡ北海道信連旭川支所長 山口　広道
ＪＡ北海道信連旭川支所融資課長 岡本　将季

演 題 「農場リース事業について」 北海道農業公社道北支所次長　 木村　一宇

演 題 「酪農経営を目指す方々との意見交換会」 パネリスト９名

演 題 牧場視察 ファームＡＹＮＩ、枝幸町公共育成牧場

終 了



続
い
て
、
平
成
29
年
度
に
風
烈
布
に
就

農
し
た
、
米
田
徹
さ
ん
が
、
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
を
経
て
、
就
農
し
た
き
っ
か
け
や
経

緯
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
後
、
就
農
当
時

を
振
り
返
り
、
乳
牛
の
分
娩
ラ
ッ
シ
ュ
と

妻
の
出
産
が
重
な
り
、
心
身
と
も
に
大
変

な
時
、
地
域
の
方
々
に
助
け
て
も
ら
っ
た

経
験
か
ら
、
「
就
農
で
大
事
な
の
は
、
協

調
性
で
、
地
域
と
の
良
好
な
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
が
何
よ
り
大
事
。
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
枝
幸
町
の
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
体
制
」
と
し
て
枝
幸
町
農
林
課
油
矢

副
主
幹
、
「
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
研
修
制
度
に
つ

い
て
」
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
営
農
部
営
農
課
浜

田
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
説
明
し
ま

し
た
。

「
宗
谷
南
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の

体
制
に
つ
い
て
」
を
、
石
田
組
合
長
が
説

明
し
、
や
り
こ
な
す
で
は
無
く
、
や
り
遂

げ
る
事
が
大
事
と
石
田
組
合
長
が
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
時
代
の
経
験
を
基
に
、
就
農
希

望
者
や
学
生
等
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
み
、
午
後
の
部
か
ら
は
、
宗

谷
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
長
谷
川
さ

ん
よ
り
「
目
指
す
は
新
規
就
農
」
と
題
し

て
、
高
校
生
の
頃
か
ら
、
畑
作
農
業
の
道

へ
進
も
う
と
考
え
て
い
た
長
谷
川
さ
ん
が
、

大
学
卒
業
後
、
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
で
宗

谷
南
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
石
田
組

合
長
と
出
会
い
、
将
来
は
酪
農
家
に
な
る

事
を
決
意
し
、
今
年
の
3
月
に
宗
谷
南

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
へ
就
職
し
た
経

緯
と
、
30
歳
ま
で
に
就
農
す
る
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
「
支
援
資
金
に
つ
い
て
」
と
題

し
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
旭
川
支
所
か
ら
、
山

口
支
所
長
と
岡
本
融
資
課
長
よ
り
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
資
金
の
貸
付
に
関
し
、

詳
細
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
者
の
最
後
は
、
北
海
道
農
業
公
社

道
北
支
所
の
木
村
次
長
よ
り
「
農
場
リ
ー

ス
事
業
」
に
つ
い
て
、
事
業
を
活
用
し
た
場

合
の
就
農
ま
で
の
道
の
り
を
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。

会
場
で
の
最
終
演
目
で
あ
る
、
「
酪
農

経
営
を
目
指
す
方
々
と
の
意
見
交
換
会
」

で
は
、
北
海
道
農
政
部
生
産
局
の
宮
田
局

長
、
枝
幸
町
農
業
委
員
会
高
橋
会
長
の

他
、
就
農
研
修
生
や
宗
谷
南
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
利
用
組
合
の
職
員
等
9
名
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
枝
幸
町
新
規
就

農
者
誘
致
促
進
部
会
員
の
石
田
幸
也
氏

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
司
会
進
行

を
務
め
、
枝
幸
町
に
来
る
事
に
な
っ
た

き
っ
か
け
や
、
枝
幸
町
の
良
い
所
や
悪
い

所
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
意
見
交
換
の
後
は
、
㈱
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
枝
幸
・
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
と
枝
幸

町
公
共
育
成
牧
場
の
視
察
を
行
い
、
大
規

模
な
牧
場
に
皆
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。視

察
終
了
後
は
、
歌
登
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
に
て
交
流
会
を

行
い
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

枝幸町公共育成牧場視察 ファームAYNI視察

JA北海道信連講演の様子 北海道農業公社講演の様子

長谷川さん発表の様子

酪農経営を目指す方々との意見交換会の様子



7
月
13
日
、
音
標
小
学
校
で
は
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱

宗
谷
工
場
で
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
青
年
部

も
講
師
と
し
て
参
加
し
、
天
候
不
良
に
よ
る
牧
草

収
穫
の
遅
れ
で
、
部
長
を
始
め
3
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

枝
幸
町
で
生
産
さ
れ
た
生
乳
が
よ
つ
葉
乳
業
㈱

宗
谷
工
場
に
出
荷
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
加
工
さ
れ
、

販
売
さ
れ
て
い
る
の
か
一
連
の
流
れ
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
親
切
丁

寧
な
説
明
を
受
け
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
そ
の
都

度
質
問
し
、
熱
心
に
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

7
月
21
日
・22
日
、
風
烈
布
小
学
校
で
は
、

「
風
烈
布
子
ど
も
育
成
会
」
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
が

あ
り
、
21
日
に
青
年
部
食
育
活
動
と
し
て
バ

タ
ー
作
り
が
行
わ
れ
、
青
年
部
か
ら
7
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

バ
タ
ー
作
り
は
、
牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
子
供
た
ち

は
熱
心
に
汗
を
か
き
な
が
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

振
り
、
バ
タ
ー
が
出
来
上
が
る
と
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
作
っ
た
バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ
カ
ー

に
乗
せ
て
試
食
し
て
み
る
と
、
子
供
た
ち
か
ら

は
、
「
お
い
し
い
」
「
店
で
売
っ
て
る
も
の
よ
り
う

ま
い
」
と
大
好
評
で
し
た
。
今
回
の
活
動
は
、
食

育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
に
繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
15
日
、
町
営
歌
登
サ
ブ
球
場
に
て
、

毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
と
農
協
職

員
総
勢
14
名
が
牛
乳
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
と
ミ

ル
ク
ラ
ン
ド
グ
ッ
ズ
の
無
料
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
用
意
し
た
牛
乳
１
５
０
セ
ッ
ト
が
無

事
渡
し
切
れ
る
か
不
安
で
し
た
が
、
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
瞬
く
間
に
配
布
完
了
し
ま
し
た
。

バターの作り方を教える、ＪＡ宗谷南青年部

松田部長（左）と真壁副部長（右）



Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

７
月
２
日
、
平
成
31
年
度
農
業
関
係
予
算
概
算
要
求
に
向

け
た
農
林
水
産
省
と
の
意
見
交
換
会
を
、
４
～
５
月
に
か
け

て
各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
、
６
月

の
各
作
目
別
対
策
委
員
会
等
で
決
定
し
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
の
政
策
提
案
に
基
づ
き
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
か
ら
は
道
連
役
員
、
Ｊ
Ａ
組
合
長
、

青
年
女
性
組
織
代
表
者
ら
１
４
３
名
が
参
加
し
、
農
協
組
織

基
盤
、
基
本
農
政
、
水
田
、
畑
作
青
果
、
酪
農
畜
産
の
各
対

策
に
つ
い
て
要
望
内
容
を
農
林
水
産
省
に
伝
え
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
持
続
可
能
な
北
海

道
農
業
確
立
に
向
け
て
、
生

産
現
場
の
意
見
を
し
っ
か
り

国
等
に
伝
え
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
北
海
道
警
察
と
連
携

し
被
害
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

６
月
に
実
施
し
た
「年
金
感
謝
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
Ｊ

Ａ
で
年
金
を
お
受
け
取
り
さ
れ
て
い
る
お
客
様
が

来
店
し
た
際
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚
起
の

標
語
を
印
刷
し
た
「
招
福
よ
う
か
ん
」
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
ジ
オ
番
組
で
は
電
話
で
お
金

を
要
求
さ
れ
た
際
に
家
族
や
警

察
に
相
談
す
る
こ
と
を
幅
広
く

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
玉
ね
ぎ
「
環

(※

め
ぐ
る)
」
と
「
真
白(※

ま
し
ろ
）
」
の
売
り
上
げ

の
一
部
が
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
「
第
11
回
コ
ー
プ
の
森
植
樹
祭
」

が
、
今
年
も
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
全
道
11
カ

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

環
と
真
白
１
パ
ッ
ク
購
入
ご
と

に
１
円
を
「
コ
ー
プ
未
来(※

あ

し
た)

の
森
づ
く
り
基
金
」に
協

賛
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
度
は
、

約
63
万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
７
月
８
日
に
札
幌
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
た
「
北
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
６
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
」
に
有
志
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
企
業
も
多

数
参
加
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
「
ひ
と
・
い
え
・

く
る
ま
の
総
合
保
障
」
を
掲
げ
、
職
員
が
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
一
生
懸
命
走
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
共
済
を

大
き
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
Ｊ
Ａ
共

済
」を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
本
会
事

業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
広
報
誌
「す
ま
い
る
」

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。



納
涼
仮
装
盆
踊
り

６
月
の
長
雨
に
よ
り
、

全
道

各
地

で
１

番
牧

草

の
収

穫
が

遅
れ

て
い

る

中
、
公

共

育

成

牧

場

の

牧
草

収
穫

は
例

年
通

り

７
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
。

収

穫
量

は
あ

り
ま

し

た
が
、
今
年
は
、
長
雨
の

影
響
で
、
ロ
ー
ル
牧
草
を

断
念
し
、
１
番
牧
草
は
、

バ

ン

カ
ー

サ

イ

ロ

の

み

と
し
ま
し
た
。

８
月
13
日
、
枝
幸
町
役
場
前
に
て
納

涼
仮
想
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
当
農
協

か
ら
有
志
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
ス
リ

ラ
ー
を
モ
チ
ー
フ
に
、
お
盆
ら
し
く
見

た
目
が
怖
い
ゾ
ン
ビ
等
に
扮
装
し
、
力

い
っ
ぱ
い
踊
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。結

果
は
堂
々
の
4
位
入
賞
を
果
た
し

「
来
年
は
優
勝
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
」

と
５
名
が
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

（
写
真
左
か
ら
、
経
済
部
油
脂
燃
料

課
・
藤
原
洸
、
営
農
部
支
所
営
農
課
・
飯

田
達
也
、
管
理
部
管
理
課
・
浦
谷
正
憲
、

金
融
共
済
部
金
融
課
・
山
田
陽
介
、
営

農
部
営
農
課
・野
澤
隼
希
）

氏 名：宮脇 真梨子

所 属：経済部 生産資材課

出身地：枝幸町

---------------------------------

この度、８月より経済部生産資材

課に配属になりました。

初めての事ばかりで、皆様にはご

迷惑をお掛けすることも多く、ご指

導頂く事もあると思いますが、精一

杯頑張りますので、よろしくお願い

致します。

編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲


